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みなさま、グランドフォークスだより 3 月及び 4 月号をお送りします。 

 

グランドフォークス 

 
ここアメリカでは 3 月 13 日から 11 月 6 日まで、夏時間（Daylight Saving 

Time）となり、日本との時差がこれまでの 15 時間から 14 時間となりまし

た。PC や携帯電話などの IT 関係の時計は自動で時間が修正されますが、家庭

の時計や腕時計は 1 時間進めることとなりました。 

アメリカ本土には４つのタイムゾーンがありますが、ここグランドフォークス

は中部標準時です。 

 

 
 

 

 

 
 

ATD や教室のある Ryan Hall 前 

雪が解けて春を感じることもあります

が・・・・・ 

雪が降って、見る見るうちに白くな

ってしまうこともあります。 



4 月 2 日（土）は UND の Community Day といって、近隣の住民に UND

の施設を開放し、航空を身近に感じて、理解してもらうイベントがありまし

た。空港の格納庫内に普段訓練で使用している航空機の展示をおこなったり、

パイロットや管制官の訓練を行うシミュレーターなどを体験してもらいまし

た。子供ずれのご家族がたくさん訪れました。 

 

 

 

夏時間が始まったとはいえ、気温は０℃前後で風が吹くととても冷たく感じま

す。路面や周りの雪は解けましたが、雪が降るとあたりが 1 時間ほどで雪がう

っすら積もります。日本は春めいてきているようですが、4 月 6 日夜から 4 月

7 日の朝にかけて雪が降りました。 

グランドフォークス中心部を流れるレッドリバーは雪解け水の影響で、洪水警

報が発出されています。過去には大規模な氾濫があったようです。UND は川

からは離れた位置にありますので、ご安心ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空港の格納庫内に UND で普段訓練に

使用している飛行機を展示しました。 
13-1 榊原さんがボランティアとし

て参加しました。 

 

 

ノースダコタ州とミネソタ州の境界

を流れるレッドリバー 

高度 3000ft から見たレッドリバ

ー 凍っている部分があります。 



15-1 期生 26 名が 4 月 4 日と 5 日の 2 班に分かれてグランドフォークス

に到着しました。これから諸準備を整え、1 週間後にはグランドスクール開

始、2 週間後には待ちに待ったフライト訓練開始となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記の URL をクリックするとグランドフォークスの天気が確認できます。

（http://www.weather.gov/fgf/） 

 

訓練内容と訓練状況 
留学月数 1-3 4-13 14 15 16-18 

課程 アメリカ 

自家用 

アメリカ 

事業用&計器飛行証明 

日本 

ライセンス 

予
備
期
間 

概要 自
家
用:

① 

基
本
計
器
飛
行
等:

② 

計
器
飛
行:

③ 

事
業
用(

単
発)

:

④ 

事
業
用(

多
発)

:

⑤ 

事
業
用:

⑥ 

計
器
飛
行
証
明:

⑦ 

使用機材 パイパーアーチャー 

(単発機) 

パイパーセミノール 

(多発機) 

 

 

http://www.weather.gov/fgf/


12-2 期 1 名 

 日本ライセンス 事業用⑥：1 名 

 

13-1 期 25 名 

 訓練が修了し日本へ帰国したもの：12 名 

日本ライセンス 計器飛行証明 ⑦：9 名 

日本ライセンス 事業用⑥：4 名 

 

13-2 期 16 名 

 日本ライセンス 事業用⑥：10 名 

アメリカ事業用&計器飛行証明 ⑤：6 名 

 

14-1 期 28 名 

 アメリカ事業用&計器飛行証明 ⑤：16 名 

 アメリカ事業用&計器飛行証明 ④：12 名 
 

14-2 期 27 名 

 アメリカ事業用&計器飛行証明 ②及び③：24 名  

 アメリカ自家用 ①：3 名 

 

15-1 期 26 名 

 訓練準備 

 

グランドフォークス留学中の学生数は 111 名となりました。 

 
保護者の方へ 

訓練進捗状況は学生本人に聞いて頂くのが原則ですが、大学へメールにて問い

合わせていただければ御知らせ致します。 

（メールアドレス：fly-tokai@tsc.u-tokai.ac.jp） 

 

以上です。 

mailto:fly-tokai@tsc.u-tokai.ac.jp

